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【科目】電気回路演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

大手 丈夫

【授業目標・教育方針】
・ 三年生までに学んだ事柄が理解できていること。
・ 基本的な過渡現象の計算ができること。
・ 二端子対回路網、伝送回路の初歩の計算ができること。
・ 分布定数回路の問題が解けること。
・ 非正弦波、各種電気回路の取り扱いができること。

【授業概要】
    本科目の総授業時間数は、22.5 時間× 1 単位＝ 22.5 時間である。　
最初に３年生の「電気回路 I」などで学習したの部分の復習を行う。次に「電気回路 II」などで学習した部分の復習と
して、それぞれの項目について、例題を示して説明を加えるとともに演習問題を解かせる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「基礎からの交流理論」：小郷　寛　原著、小亀英己、石亀篤司　著：電気学会
参考書：「電気回路 II」：遠藤　勳、鈴木　靖　共著：コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
　講義演習形式

【成績評価方法】
［後期］レポート：100%，その他：レポ－ト・宿題、小試験、授業中の取り組み等で成績評価をおこないます。
後期のみの科目です。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：電気回路演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 直流回路、正弦波交流回路の記
号的計算法、回路方程式、回路
の諸定理

直流回路の計算、直並列回路および回路方程式とその
計算、回路の諸定理を用いた計算等

レポート等

第 4 回～
第 6 回

多相交流回路 多相交流回路の計算、対称座標法の計算、多相交流回
路の電力・力率などの測定法等

レポート等

第 7 回～
第 9 回

過渡現象 過渡現象の初歩、基本回路の過渡現象、各種回路の過
渡現象、微分方程式による計算、ラプラス変換による
計算、過渡現象とその応用

レポート等

第 10 回、
第 11 回

二端子対回路網、伝送回路等 二端子対回路網の計算、伝送回路の初歩等の学習演習 レポート等

第 12 回、
第 13 回

分布定数回路 分布定数回路、進行波、分布定数回路の過渡現象 レポート等

第 14 回、
第 15 回

非周期波、各種電気回路の計算 非周期波、各種電気回路の計算 レポート等
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